
意見公募（パブリックコメント）手続の実施結果について

案 件 名 第３期登別市環境基本計画（案）

意見の募集期間 令和４年１月４日（火）から令和４年２月２日（水）

担当グループ 登別市市民生活部環境対策グループ

意見の提出件数 ３件

提出された意見の概要と市の考え方

ＮＯ 意見の概要 市の考え方

１ 持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ：

Sustainable Development Goals)が必

要だとして意見を求めていますが、報

道等やインターネットで盛んに「ＳＤ

Ｇｓ」と連呼ばかりされていますが、

そもそもなぜそんなことをしなければ

ならないのか理解が深まっていないよ

うに思います。

学校で習う子供達は認識が深まって

いると思いますが、高齢者の方々とか

に理解が深まる活動がそもそも市の行

事（講演会や勉強会など）がなくその

必要性が必要性を感じていないように

感じます。

単なる「ＳＤＧｓ」と連呼をするこ

とで市民まで浸透していないよう思い

ます。

この案ではその政策が盛り込まれて

いないのでもっと工夫が必要ではない

でしょうか？

ＳＤＧｓには１７のゴールと１６９のター

ゲットがあり、環境分野をはじめ、貧困問題

やジェンダー平等など、多岐にわたる分野が

あります。

そのうち、環境分野においては、本計画に

おいて、環境施策の方向性とＳＤＧｓとの関

連性を示すことで、ＳＤＧｓの理念を共有す

るとともに、市民の理解促進へ向けた施策に

ついては、推進項目「５．環境教育・環境保

全活動の推進」における「環境教育の推進」

や「生涯学習の推進」に内包しています。

ご指摘のとおり、ＳＤＧｓの目標達成のた

めには、ＳＤＧｓの背景や内容等を広く市民

の皆様へ理解いただくことが重要であると考

えています。本市では今年度、市広報紙へ複

数回ＳＤＧｓの記事を掲載し、市民へ広く啓

発しているほか、市職員や市議会議員、商工

会議所会員を対象とした研修会を開催し、Ｓ

ＤＧｓの理解促進を図っています。

いただいたご意見は、今後の具体的な取組

を検討するにあたって参考とさせていただき

ます。

２ ① 第３期登別市環境基本計画（案）

Ｐ７、表１－７－１に基本計画とＳ

ＤＧｓの代表的関連性が記載されて

いる。ＳＤＧｓの目標４“教育”

は、推進項目「５．環境教育・環境

保全活動の推進」にのみ挙げられて

いるが、教育することが計画されて

いる他の推進項目すべてに該当させ

た方が、より分かり易くなると考え

る。（一例：Ｐ３３地球環境保全対

策の推進の中の表２－６－５で、実

績として開催した環境講演会が記録

されている）周知や認識のための教

育は全推進項目で重要と考える。

本計画の体系とＳＤＧｓとの関連性は、各

基本目標に特に関連の深い項目を「代表的な

もの」としてピックアップしています。

啓発などの「教育」は、全ての基本目標に

おいて根底となるものであると考えています

が、本計画では、教育に関連するものを環境

学習分野として、推進項目の「５．環境教

育・環境保全活動の推進」に設定しているこ

とから、ＳＤＧｓの目標４は、推進項目の５

にのみ代表的なものとして関連付けていま

す。

具体的な取組を進めていく際には、ご指摘

のとおり、全ての推進項目において、ＳＤＧ

ｓの目標４も意識した事業展開が必要と考え



ています。

なお、例示いただいた「環境講演会」のほ

か、「環境（エコ）をテーマにした作品の募

集」などの啓発活動は、第３期計画から推進

項目の「５．環境教育・環境保全活動の推

進」に移項しています。

② Ｐ５４施策中のポイ捨て、不法投

棄はＳＤＧｓの目標１４“海の豊か

さを守ろう”が代表例に入っている

が、同時にＳＤＧｓの目標１５“陸

の豊かさを守ろう“にもかなり関係

していると考える。

本計画の体系とＳＤＧｓとの関連性は、各

基本目標に特に関連の深い項目を「代表的な

もの」としてピックアップしています。

ご意見いただきました「目標１５ 陸の豊

かさも守ろう」は、主に陸域生態系の保護や

砂漠化の対処、森林の回復などをターゲット

としていることから、推進項目の「４．安

全・安心・快適なまちづくりの推進」には直

接は関連付けをしていません。なお、間接的

に繋がる部分もありますので、具体的な取組

を進めていく際には、目標１５も意識してい

くことが必要と考えています。

③ Ｐ２２、エ）事業系生ごみの堆肥

化は２０２０年３月末で終了してい

るが、フードロスを少なくする観

点、飢餓ゼロの観点等からの取組み

計画があれば記載した方が良いと考

える。堆肥化に変わる事業系生ごみ

の有効利用推進項目が現在ない場合

は、検討項目としておいた方が良い

と思う。コロナ禍での学校休校時等

の余剰食料利用なども検討事項の一

例。堆肥化終了だけではこれで良い

のかと言う不足感が残る。

食品ロスなどの生ごみの問題は社会的な

課題として捉えており、推進項目の「２．持

続可能な循環型社会の推進」において、「生

ごみの減量化」、「食品ロスの削減」を掲げ

ています。

現在、市では、食品ロスの削減について、

市広報紙や町内会回覧などでの啓発活動を主

に行っておりますが、今後も、いただいたご

意見を参考に効果的な取組を検討し、実施し

ていきたいと考えています。

３ ＣＯ２の排出量算定シートを基本計

画の中に追加していただけないでしょ

うか。

理由は個人がどのくらいＣＯ２を出

しているのを知るための算定シートで

あり、地球変動のことを身近に知って

もらうことにつながると考えていま

す。

環境基本計画は、環境の保全等に係る基本

的な取組の方向性を示すものです。

いただいたご意見は、個別計画である「登

別市温暖化対策実行計画（区域施策編）」に

関係するものであるため、同計画の改訂時に

検討していきたいと考えています。




